
キッセイ文化ホールで開いた「信州4大日本遺産

周遊促進協議会」のフォーラム

課
題
や
取
ケ
組
み
情
報
典
有

寓
で
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
4
文
化
財
群
に
携
わ
る
莞
協
会
富
治
体
、
博
物
館
な
ど
計
遥
体
で
構
成
し
、
茅

野
市
の
ち
の
莞
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
（
D
M
O
）
の
讐
晃
専
務
理
事
（
慧
会
長
を
務
め
る
「
信
州
4
大
日
本
遺
産

周
遊
促
進
協
議
会
」
は
廿
日
「
信
酢
へ
の
誘
苧
交
流
、
そ
し
て
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
に
」
な
ど
と
遷
し
た
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
松
本
市
の
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
で
初
め
て
開
い
た
。
約
実
が
参
加
し
、
各
地
域
の
課
題
や
取
り
組
み
を
情

報
共
有
し
た
ほ
か
、
文
化
庁
職
員
な
ど
か
ラ
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。
　
　
　
　
　
（
平
岡
大
輝
）

周
遊
促
進
協
が
松
本
で
初
フ
ォ
ー
ラ
ム

各
地
域
が
連
携
し
て
周
遊
の
仕
組

み
と
受
け
入
れ
体
制
を
構
築
し
よ

う
と
、
同
D
M
O
を
事
務
局
と
し

そ
2
3
年
5
月
に
同
協
議
会
を
設
立

した。

局
線
〟
で
ガ
イ
ド
を
務
め
る
学
芸

嗣
錮
髭
い
攣
れ
ぞ
れ

こ
の
う
ち
、
富
士
見
町
井
戸
尻

白
本
遺
産
は
国
内
の
文
化
や
伝

統
を
つ
な
や
有
形
・
無
形
の
文
化

財
群
を
地
域
の
風
習
や
伝
承
を
踏

ま
え
た
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
下
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
総
合
的
に
活

用
し
て
も
ら
お
う
と
、
2
0
1
5

年
に
開
始
し
た
文
化
庁
に
よ
る
認

定
制
度
。
各
地
に
点
在
す
る
文
化

財
群
を
「
面
」
と
し
て
発
信
す
る

こ
と
で
地
域
活
性
化
を
図
る
。

県
内
で
は
2
月
時
点
で
▽
月
の

都
千
曲
▽
木
曽
路
は
す
べ
て
山

の
中
▽
レ
イ
ラ
イ
ン
が
つ
な
ぐ

「
太
陽
と
大
地
の
聖
地
」
▽
星
降

る
中
部
高
地
の
縄
文
世
界
（
山
梨
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一
報
謂
謂
摘
錯
踊

っ
た
」
と
熊
谷
会
長
。

ち
の
D
M
O
が
2
1
年
秋
ご
ろ
、

県
内
日
本
文
化
遺
産
地
域
を
対
象

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
同
様
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た

と
い
う
。
そ
う
し
た
背
景
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
2
年
間
を
通
じ

て
、
県
立
歴
史
館
の
笹
本
正
治
特

別
館
長
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

遺
産
に
関
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
調

査
研
究
を
行
っ
た
ほ
か
、
観
光
コ

ー
ス
策
定
や
P
R
素
材
の
作
成
を

推
進
。
昨
年
5
月
に
は
3
泊
4
計

の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
展
開
、
同

年
9
月
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

古
館
の
小
松
隆
史
館
長
（
5
4
）
は

ス
ツ
ア
ー
に
添
乗
員
と
し
て
同

宥
し
た
経
験
を
報
告
。
「
仲
の
良

友
達
を
（
自
分
の
）
好
き
な
場

へ
連
れ
て
行
く
感
覚
で
案
内
し

い
る
」
「
観
光
客
の
興
味
関
心
の

け
て
い
る
」
な
ど
と
話
し
た
。

開
い
た
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O

ジ
ャ
パ
ン
」
に
事
務
局
が
出
展
す

る
な
ど
魅
力
発
信
に
向
け
た
取
り

組
み
を
続
け
て
い
薫

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
前
に
は
「
日
本

遺
産
の
魅
力
を
小
か
に
伝
え
る

か
」
を
テ
ー
マ
に
ガ
イ
ド
研
修
会

も
実
施
。
県
内
日
本
憩
産
の
〝
最

基
調
講
演
で
登
壇
し
た
文
化
庁

（
文
化
拠
点
担
当
）
の
三
木
直
樹

見
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
ミ
ュ

摘
事
官
補
佐
は
「
日
本
遺
産
は
ス

ー
リ
ー
で
あ
り
、
必
ず
し
も
日

窮
鵠
招
鮎
雛

付
い
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
」

で
助
言
。
同
協
議
会
の
今
後
の
枯

骨
期
待
を
寄
せ
た
。
＼


